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【農工研ニュース No.８０号から】 

■後背農地を活用した津波遡上抑制技術 ～減災農地～ 

  

水利工学研究領域 沿岸域水理担当主任研究員 桐 博英 

 

【この研究成果をもっと深く理解するための４つのＱ＆Ａ】 

 

 大津波が海岸堤防を越えた場合に備えて、堤防の背後地を農地として利用しつつ、地域の安全性を確

保するという土地利用計画を“減災農地”と定義された考え方は理解できましたが、 

 

Ｑ１ 水理模型実験によって津波災害を再現した結果が示されています。台風や発達した低気圧により

海面が高くなる高潮と比べると、水理模型実験の仕方や数値解析方法に大きな違いがあるのでしょうか。 

 

Ｑ２ 図 3において、減災農地と現況地形における浸水深の違いが示されています。図 1が減災農地で

あるなら、どの部分が現況地形と大きく変わったのでしょうか。減災農地では 3線堤の影響で赤線の波

高が急激に上昇していますが、現況地形には 3線堤はないはずなのに青線の波高が特定の場所から立ち

上がっているので分からなくなりました。 

 

Ｑ３ 津波継続時間による違いは越流水量の違いであると述べています。津波継続時間が津波浸水速度

と波高に及ぼす影響は、図 2と図 3からどのように理解すれば良いのですか。 

 

Ｑ４ 図 3において、津波到達時間が約 2分間遅れた効果について述べています。危険が迫っている人

が津波被害から逃げ延びるために確保すべき時間といった目安があるのでしょうか。 

 

.......................................................................................... 

Ｑ１ 水理模型実験によって津波災害を再現した結果が示されています。台風や発達した低気圧により

海面が高くなる高潮と比べると、水理模型実験の仕方や数値解析方法に大きな違いがあるのでしょうか。  

 

Ａ１ 高潮は，気圧の低下により水面が吸い上げられる効果と，強い風で吹き寄せられた海水が沿岸部

で行き場を失った結果海面が上昇することで発生します．このような現象を水理模型実験で再現するの

が困難で，数値解析によるのが一般的です．津波と高潮の数値解析では，基本は同じモデルが用いられ

ますが，高潮の解析では気圧分布や風が吹くことで生じる流れを再現できるようになっています． 

 

 

Ｑ２ 図 3において、減災農地と現況地形における浸水深の違いが示されています。図 1が減災農地で

あるなら、どの部分が現況地形と大きく変わったのでしょうか。減災農地では 3線堤の影響で赤線の波

高が急激に上昇していますが、現況地形には 3線堤はないはずなのに青線の波高が特定の場所から立ち
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上がっているので分からなくなりました。 

 

Ａ２ 図 3 の浸水深 0m は浸水した津波がその地点にまだ到達していないことを示しています．このた

め，図 3の赤線が立ち上がった時が現況地形で津波が 3線堤前面に到達した時間になります．現況地形

には 3 線堤はありませんが，減災農地と同じ位置で計測しており，青線のように浸水深が変化します．

青線が立ち上がる時点で津波が計測点に到達したことを示しており，青線の立ち上がりが赤線のものよ

りも早いことから現況地形では減災農地よりも津波が早く到達したことが分かります． 

また，減災農地の 3 線堤前面の浸水深が急激に上昇するのは，3 線堤にぶつかった津波が跳ね上がるこ

とによりますが，津波継続時間が短い場合は 3線堤の高さ（図中の台形）をほとんど越えませんが，津

波継続時間が長い場合は，浸水深が 3 線堤を大きく越え，内陸部に浸水していることが読み取れます． 

a) 現況地形 

b) 減災農地 

  図１ 模型実験に用いた現況地形と減災農地の形状 

 

Ｑ３ 津波継続時間による違いは越流水量の違いであると述べています。津波継続時間が津波浸水速度

と波高に及ぼす影響は、図 2と図 3からどのように理解すれば良いのですか。 

 

Ａ３ 津波は波の一種なので，その性質は振幅と波長で変わってきます．津波の振幅は波高，波長は越

水の継続時間を左右します．津波浸水速度は，津波のエネルギーの大小で決まるので，波高が高くなる

ほど浸水速度が速くなります．このため，図 2では，現況地形と減災農地での違いはありますが，津波

継続時間を変えても津波遡上速度にはほとんど影響しません．一方，津波の浸水深は，海岸堤防を越え

て流れ込んだ水の量が多いほうがより深くなるので，図 3で比較したように津波継続時間が長いほうが

より深く浸水します． 
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Ｑ４ 図 3において、津波到達時間が約 2分間遅れた効果について述べています。危険が迫っている人

が津波被害から逃げ延びるために確保すべき時間といった目安があるのでしょうか。 

 

Ａ４  

地震発生から津波が到達すると予想されるまでの時間（津波到達予想時間）は，人への被害を減らす対

策の重要な要素です．人の被害を減らすには，津波到達予想時間をもとに避難場所・避難経路の選定や

津波避難施設の建設がおこなわれます．市町村における津波避難計画策定指針１）では，避難可能距離を 

 避難可能距離＝（歩行速度）×（津波到達予想時間—2分） 

で求めることとされています．ここで，津波到達時間から引かれる 2分は，地震発生から避難を開始す

るまでの時間とされており，地域によっては 5分としているところもあります． 

 

 

 

 

＜上記の関連論文の紹介＞ 

注１）「津波避難対策推進マニュアル検討報告書」（平成 14年 3月消防庁） 


